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歳女性, H22年 3月 21日転倒し受傷.右大腿骨頚部骨折
を認めた.受傷 5日後に手術行った (ユニテック DUAL
 
SC 使用).術後 3日よりリハビリテーション行い,術後 1

































三枝 徳栄，澁澤 一行，進上 泰明
（館林厚生病院 整形外科）
2011年 4月～ 7月までに当科における大腿骨骨折 3
例に対しての Distal Targeting Systemの使用経験につい
て報告する.男性 1例,女性 2例,受傷時平均年齢は 82.7
歳,大腿骨転子下骨折 2例,大腿骨骨幹部骨折 1例で
あった. 平均手術時間は 1時間 9分で, 2010年 4月
～2011年 3月までのフリーハンド法での 6例の平均手
術時間 1時間 17分と比較し, 短い傾向を認めた. また,































生越 敦子，萩原 敬一，大澤 貴志

















































設が 4あった.造影 CT検査は緊急検査可能な施設が 21,
数日待機する施設が 3あった.
深部静脈血栓症の発生症例は 29あり,大腿骨頚部内
側骨折が 4,転子部骨折 14,骨幹部骨折 1,顆上骨折 1,脛
骨高原骨折 3,骨幹部骨折 2,膝蓋骨骨折 2,骨盤骨折 2
患者の受傷時平均年齢は 75. 7歳, DVTと診断された





石綿 翔，荒 毅，柳澤 信明
大澤 敏久，新井 厚
（高崎総合医療センター 整形外科）
今回我々は下肢外傷に伴い肺血栓塞栓症となった死亡
例を 2例経験した.若干の文献的考察を加えここに報告
する.
1つ目の症例は 74歳女性, 2010/5/6に電動芝刈り機
で受傷し当院に救急搬送となった.左膝裂創あり膝蓋腱
断裂があり局所麻酔下に縫合を行った. 入院時の D-
dimerは 1.66であった.5/9朝,物音がした後にベッドサ
イドで倒れているところを発見される.意識清明で胸部
痛を訴えていたが,その後心肺停止となり, CPR施行す
るも蘇生できず死亡確認となった. 発症時の D-dimerは
第 20回群馬整形外科研究会76
